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日本 ァ ハマ ディア • ムス リム 協会 



全世界に その 活動 を 拡げて いる ァ ハマディ ァ ムス リ ム 協会 は、 1889 年ィ ン ド、 
パンジャブ 州の 小さな 村、 力一 ディ アンで、 創設され た。 その 創設の 師、 ハズ 
ラト • ミルザ • グ ラーム 'ァ ハマ ドは、 自分 こそが 世界中の 種々 の 宗教の 信徒 
達に よって それぞれ 異 つた 形と 呼び名で 待ち望まれ ていた、 、、約束され たメシ 
で その 人で あると 主張した。 つまり、 ヒンズー 教徒 は クリシュナ を 待望し、 
キリスト教徒 は メシア を 待望し、 仏教徒 は 釈迦 を 待望し、 イスラム教徒 は、 メ 
シァと 同様に アル • マハディ を 待望して きた。 神聖なる 導きに よって、 ハズ 
ラト .ァ ハマ ドは、 これら 全ての 約束され た 救済者 達 を 代表して、 唯一 この 人 
こそ カ艰済 者 だとい う 形で 劇的な 出現 を 遂げた ので あり、 このよう にして、 人 
類 は 終局 的な 唯一 世界に あまねく 宗教の 中に 包み こまれる ことにな つたので あ 
る。 更に、 彼 は 、、約束され た メシア〃 は 彼 自らの 全く 自由な 立場で 突如 出現 さ 
れ るべき もので はなく、 ただ、 イスラムの 聖 なる 予言者 （モ ハン マド） に 次ぐ 
継承者と しての み 現われるべき だとい う こと を 主張した。 全人 類に とって 人生 
の 究極 的に 完壁な 锭は イスラム教 であると 彼 は 信じ、 従って 待ち望まれた 救済 
者と いう もの は、 ハズ ラト • モ ハン マ ド （彼に 平安 あれ） に 次ぐ 予言者と して 
イスラム教徒の 中から 出現す る はず だと 唱えた。 これまで 人が 夢見、 渴 望して 
来た 唯一 世界に あまねく 宗教の 黄金時代 は、 彼の 出現に よって 遂に その 到来 を 
告げる ことにな ろうと 彼 自身 述べて いる。 これ は、 彼のつ ましく 目立たない 人 
生の 滑り出し に比べる と、 身の 丈に 余る 程の 大きな 主張で あつたの だが、 宗教 
的 現象 一般の 傾向と して は、 決して 例外的な ことで も 何でもなかった。 

時 を 経ず して この 協会 は、 有望で 力強い 宗教と して 全世界に 畏敬と 驚きの 念 
を 持って 認められる よ う になった。 世界の 他の 全ての 宗教に 対し イスラム教の 
大義 を それらに 卓越す る ものと して 厳然と 闘い を 展開し、 これ を 勝利に 導く こ 
ととな つたので ある。 "約束され た メシア ク は 言われる。 「この 聖戦 は、 具体的 
な 武器 を もって 鬪 われる もので はない。」 と。 刀剣が 抜刀され る こと はなく、 爆 



弾が 使用され る こ と も 決してない。 つま りこれ は 宗教 的 真理に 基づいた 理性と 
論議と いう 武器で 闘われる 完全に 精神的な 戦いな ので ある。 世界 秩序の 完全な 
変革と いう もの は、 信仰、 論議、 寛容、 そして 忍耐 を 通して 探求され るべき も 
ので ある。 宗教の 名の もとに、 一滴の 血 も 流されるべき ではない 力た 真理の 伝 
道に 対し、 これに 敵対し 相反す る 他の 諸々 の 勢力に よって、 ァ ハマ ディア 信徒 
達に 犠牲 を 強いられる ことがあれば、 彼ら は 喜んで それ を 甘受す るだろう。 以 
上が ァ ハマディ ァ ムス リム 教会に ついての 概略で ある。 

ハズラ ト *ァ ハマ ドの 死去と 継承者 

1908 年、 ハズ ラト *ァ ハマ ドは 死去し、 選ばれた 継承者に よって その後 は 引 
き 継がれた。 つまり、 カラファト 制度 は、 カラ ファテ ラシ ヱダー 換言すれば、 
イスラムの 聖 なる 予言者 （彼に 平安 あれ） の 死後に 引き継がれた カラファト 制 
度の ある 黄金時代 一の 伝統の 中、 長かった 中断の 後に 再現され たので ある。 ハ 
ズ ラト • ァ ハマ ド に対する 精神的な 継承者 は、 このよう にして 「カリフ ァ」 と 
名付けられ、 ァ ハマディ アム スリム 協会の 精神的、 宗教 的、 管理 上の 首長で あ 
る。 カリフ ァは 終身の 地位と して 選ばれる。 現在の カリフ ァは四 世 ノヽズ ラト. 
ミルザ. ター ヘル. ァ ハマ ド であり、 19 82 年、 先達 ハズ ラト 'ミルザ' ナー セル' 
了 ハマ ドの 死後 選出され た。 

ァ ハマ ディア 推定 信徒 数 
各種 推計に よると、 ァ ハマ ディア 協会 信徒 数 は 全世界 約百ケ 国に 及び、 その 
数 約 一千 万 を 擁し パキスタン、 インド、 インドネシア そして 多くの 東西 ァフリ 
力 諸国に おいて 有 勢で ある。 また 米国 同様 他の 多くの アジア、 ヨーロッパ 各国 
にも 定着して いる。 これまでの ところ、 ァ ハマ ディア 協会 は 南米と 極東の 国々 
では 微力で、 存在 感も 薄かった が、 それらの 地域に も 勢力 拡大の 行進 は、 新た 
な 地平 をめ ざして 進行 中で ある。 
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東欧諸国の 状況 をい うならば、 今世紀 30 年代に は、 ハンガリーの イスラム教徒 
達 はかなり の 数の ァ ハマ ディア 協会 信徒 を 受け 容れ ていた。 し 力、 し、 革命 後 は 
彼等の 総 本部 と の 連結 は 断 たれて しまって いる。 ソヴィエト 連邦に おいても 同 
様に 当 協会の 存在 は、 全く その 仲間入り を 果たして いないと はいえない。 こう 
いう 事実 を 認めた 上で、 ロシア 人の 学究、 K.A、 Antonova 女史 は、 彼女の 

「ァ ハマディ アム スリム 派の 教義と 伝承」 と 題す る 論文 （"Religiyai Obsch- 
chestvennaya Musi. Norodov Vostoka " 東側 諸国の 人々、 モスクワの 宗教 
と ムス リム 社会、 103〜105 頁） の 中で 次のように 述べて いる。 「ァ ハマ ディア 
協会 は 世界の 殆ん どの 国に おいて その 支部 を 築く という 栄誉に 浴して いる」 と。 
この 協会の 種 は ポーラ ン ドゃ ユーゴスラビア 等、 他の 東欧の 国々 にも まかれて 
きた。 ポーランド では、 ァ ハマ ディア 協会 は ポーランド 人の ァ ハマ ディア 信徒 
を 主任 宣教師と して 通常の 信 道の 任に 当ら せて いる。 

協会 活動の 実, 一 その 建造物、 寺院 
ィ ン ド 亜大陸 以外の 地域に も、 ァ ハマディ ァ 協会 は 世界の 各地に 五 百 を 超す 
モスク を 建設して きた。 ヨーロッパ 主要都市 において、 その 地に 最初で 第一の 
モスク は 協会の 手で 建てられた。 ロンドン では、 1924 年に 最初の モスクが 建築 
されて いる。 今日、 コ ペン ハーゲン、 グー テン ボルダ、 チューリッヒ、 フラン 
ク フルト、 ハーグ 等に おいても、 協会 は これら 諸 都市に 初めての モスク を 建て 
ると いう 比類ない 名誉 を 得て いる。 1982 年 スペイン では、 五 百年 前の ムス リム 
支配の 終焉 以来、 建てられる ことのなかった 新しい モスクが 構築され、 その 歴史 
的 栄誉に 浴して いる。 1983 年に は オーストラリア、 シドニーに おいても また 新 
しい モスクの 礎石が 据えられ るに 到った。 このように 毎年 世界 各地に 新しい モ 
スクが 増え、 その 数 は 常に 増加の 一途に ある。 



財 政 

財政 面に おいて は、 ァ ハマ ディア 協会 は 完全に 独立採算制 である。 協会の 運 
営 下に ある 病院 や 教育 施設からの 幾分 かの 収益 は 別と して、 その 主な 財源 は 協 
会員 達の 自発的な 献金に よる ものである。 収入 を 得て いる 会員 各自 は、 彼 又は 

彼女の 収入の 1/16 を 通常の 献金と している。 また、 それだけが すべてと いう 訳 
ではない。 特別な 必要が 生じ、 カリフ ァ によって 要請が 出された 場合に は、 信 
徒 は 自ら 進んで 熱心に これに 応えて いる。 このよう な 場合に は 男性の みならず、 
女性 もまた 力の 限り これに 貢献して いる。 協会の 全ての モスク はこの よう な 通 
常 以外の 献金に よって 建てられた ものである。 例えば、 ロンドン、 コ ペン ハ一 
ゲン、 そして ハーグに ある 三つの 美しい モスク は、 全て 婦人 達の 貢献に よって 
建てられた モスクで ある。 

ァ ハマ ディア 協会が 財源と して 確保 可能な 金額 は、 その 年収の みで 測られる 
もので はない。 協会 勢力の 主 柱と いう もの は、 むしろ その 献身と 奉仕の 精神の 
中に 存在す ると いってよ い。 自ら の 意志に よ り 奉 げられ る 会員 達の 奉仕 時間 は 
毎年 数 億 時間に も のぼるの である。 

聖典 クル ァ一ン の 翻訳 

ァ ハマ ディア 協会が イスラム教に 対し、 提供す る 栄誉に 浴して いる 最大の 奉 
仕と いう もの は、 種々 の 言語に 聖典 クル ァ一ン を 翻訳 且つ 出版して いる ことで 
ある。 現在までに 聖典 は、 英語、 ドイツ語、 オランダ 語、 デンマーク 語、 口一 
ガン ディ 語、 グ ルムキ 語、 ョ ルバ 語、 インドネシア 語、 スワヒリ語、 そして ェ 
ス ペラント 語と して 出版され た。 フランス語、 ロシア語、 イダ リア 語、 韓国語 
への 翻訳 もまた 完成され 出版の 日 も 近い。 そして 他の 数多くの 言語への 翻訳の 
仕事 も 絶え間なく 続いて いる。 ァ ハマ ディア 協会に よる 翻訳の 質と 水準 は、 世 
界の名 だた る イスラム教徒 及び 非 イスラム教徒 いずれの 学者 達に よっても、 認 
めら れ 賞賛 を 得て きた。 
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その他 著作物 

ィ ス ラム 教 に関する 著作の 分野で もまた、 ァ ハマ ディア 協会 はかな り の 貢献 
をな し 遂げて きた。 人類が 興味 を 抱く 種々 の ト ピックに ついて 世界中の 主要 言 
語の 殆んど 全て を 用いて 広い 分野に 及び、 面白い 著述が なされ 出版され ている ( 
聖典 ク ルアー ンと ハズラ ト • モ ハン マ ド （アツ ラーの 平安と 恵みが 彼に あるよ 
うに） の 言い伝えが 記された 後で は、 ハズ ラト • ミルザ. グー ラム. ァハ マド 

(彼に 平安 あれ） によって 書かれた 80 冊 以上の 本 や パンフ レツ トがァ ハマディ 
ァ 協会に とって 著作の 主流 をな している。 また、 ァ ハマ ディア 信徒の 多ぐ の 文 
章 家 達の 手になる。 無尽蔵の 学究的 著書が これらに 続いて 出版され ている。 例 
えば モ ハン マ ド 'ザフ アルラ 一. カーン、 前 国連総会 議長の 場合、 彼 自身の 著 
作 や それら が 英訳 された 数々 の 書物 を 表わした ことで、 ァ ハマ ディア 協会 の 著 
作 活動に 貢献して いる。 



新聞 及び 雑誌 

協会 はまた、 多くの 新聞、 雑誌 を 世界 各国の 多くの 言葉で 発行して いる。 以 
下に あげた もの は それらの うち 幾つかの 実例で ある。 



Review 01 Religions 

The Daily Al-Fazle 

Sinar Islam 

Al Bushra 

Le-Message 

Der Islam 

Al Islam 



(英 語） 
(ウル ドケ 一語） 
(ィ ン ドネ シァ 語） 
(アラビア 語） 
(フランス語） 
(ドイツ語） 
(ポー ラン ド語） 



保健、 教育 分野に おける 貢 献 
限られた 財政 にもかかわらず、 教育 及び 医療施設の 必要性と いう もの を、 協 



会 は 無視した ことはなかった。 この 方面の 主な 活動 は ガー ナ、 ナイジェリア、 
シエラレオネ、 ガンビア、 コート ジボ アール、 リベリア、 そして ウガンダ 等の 
国々 に 見られる。 その 私欲 を 離れた 献身的 精神と 活動の 優秀 さは、 どの 国に お 
いても 深く 感謝され ている。 

人類 を 万国 共通の 一つの 同胞愛に 導く 統一 
ァ ハマディ ァ 協会が 世界中 各地へ 拡大す るに つれて、 協会 は 世界中の 種々 の 
人々 の 間に、 万人 共通の 愛と 同胞 意識の 繫 がり を 育てて きた。 これ は 単に、 魅 
力 的な 一つの スローガン、 というに とどまらず、 非常に 生き生きとした 行動 的 
で 進歩的な 現象な ので ある。 皮膚の 色 や 人種 や 国籍 等と いう どんな 障壁 も、 こ 
の 気高い 偉業 をな し 遂げよう とする 道に は 立ちはだかる こと は 許されない。 人 
類の 統一に むけて 地球上の いたるところで ァ ハマディ ァ 協会 は 無欲で 疲れ を 知 
らぬ 活動 を 続けて ゆく ので ある。 



ァ ハマ ディア ムス リム 協会 概略 

A BRIEF INTRODUCTION OF THE 
AHAMADI 丫丫 A MOVEMENT 



き 翻 訳 者 菊 地 眞理子 
TRANSLATION BY MRS. MARIKO KIKUCHI 
き 発 行 者 日本 ァ ハマ ディア *ム スリム 協会 
> 発 行 所 ァ ハマ ディア' ムス リム' センタ一 

〒465 名 古 屋市名 東 区賁船 2 — 1602 

TEL (052) 703- 1868 (03) 849 — 7899 
► ADDRESS AHMADIYYA MUSLIM CENTER 

2-1602 KIFUNE, MEITOKU, 

NAGOYA, 465 JAPAN 
"口 刷 所 いろは 株式会社 （印刷 部） 

昭和 62 年 2 月 20 日 発行 (1987) 
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日本に おける 協会の 歩み 

丄， he Japan Mission 



ここで 日本国内の 布教 活動に ついて お話しす ると、 1935 年に 神 戸 
で 1 番 最初に 活動が 始ま り、 ィ ン ド からの スーフィ 一 • アブドゥル' 
力 ディール 氏が 巡 遣され ました。 2 年後の 1937 年に アブドゥル • ガフ 
ール 氏が もう 1 人の 伝道者と して 派遣され てきました。 1941 年、 第 
2 次 世界大戦 による 困難の 中で、 外国からの 伝道者の 活動 はでき な 
くな りました。 1969 年に なって、 新たな スタート をき り、 アブ ドウ 
ル • ハミード 氏が 来日し ました。 東京に 日本 本部が 作られ、 活動 を 
始めた のです。 そして 1975 年に ァタ ウール • ムジ一 ブ • ラシ ヱ ド氏 
が 彼と 交代し ました カ气 1983 年に は イギリスに 転任され ました。 そ 
の 後 1 9 7 9 年に 来日して いた マグ フール • ァ ハマ ド 'ムニ一 ブ 氏が 主任 
宣教師と なり 今日に 至ってお り ます。 

1981 年に は 日本 本部 は 東京から 名 古屋に 移り、 1 軒の 家 を 買い取 
つて、 そこ を センターと して 日本人に イスラム教の 教義 を 理解して 
もらうた めに、 協会 活動に 関する 文書 や パンフレット 類 を 作成、 配 
布し 「イスラムの 声」 という 季刊 紙 も 発行して います。 

日本に 幸せの 輪 を 広げて— 

ァ ハマ ディア' ムス リム 協会に は、 婦人 佘、 子供 会、 また、 青年 
会、 壮年 会 等が あり、 それぞれ 自分の 年令 や 性別に 合せて 教育 活動 
を 行って います。 その他、 スポーツクラブが あり、 毎年 キャンプ、 
サイクリング、 その他の スポーツ 大会が 催されて おり、 特に ァ ハマ 
ディア • スポーツクラブの ボ一 リ ング 大会 はよ く 知られて います。 



名 古屋と 東京の ミ ッシ ョ ン センタ一 では、 様々 な 悩み や 相談 事 を 
持つ 人々 への 精神的 助言 を しています。 例えば 家族 関係 や 子供の こ 
と、 広く 人生 一般の 問題な どが 挙げられます。 

こう して 我が ァ ハマ ディア • ムス リム 協会の 1 人 1 人が、 日本の 
人々 に 幸福な 社会への 道案内 を しな 力 ぶら、 お 互いの 信頼 を 強めつつ、 
幸せの 輪 を 広げたい と 願って います。 現在 この 輪 は 確か に 小さい け 
れ ども、 きっと 大きく 広がって いくこと と 信じて います。 できる か 
ぎり 早く 日本の 人々 力 人 1 人 1 人、 イスラムの 光で 星の ように 輝い 
て 日本 全体 を 輝かす よう にと、 心からお 祈り いたします。 



Japanese Translation of 
A BRIEF INTRODUCTION TO THE AHMADIYYA MOVEMENT 

The Ahmadiyya Community, a worldwide movement in Islam, was founded in 
Qadian (1889), a small village in Punjab, India which is also birth place of its 
founded Hazrat Mirza Ghulama Ahmad who claimed to be the Promissed 
Reformer whose advent was awaited under different styles and titles by the 
adherents of various religions. He believed Islam to be the final and complete 
code of life for all mankind. Soon the movement was to be recognized all over the 
world as a potent religious force, championing the cause of Islam. 

When Hazrat Ahmad (1835 〜 1908) died, he was succeeded by an elected 
successor, entitled "Khalifa" is the spiritual, religious and administrative head 
of the Ahmadiyya movement in Islam. 

According to various estimates the Ahmadiyya Community members are about 
ten million all over the world in more than hundred different countries. Besides 
the Indian continent, the Ahmadiyya Community has built over five hundred 
mosques in different parts of the World. 

In matters of finance the Ahmadiyya Community is self supporting and 
completely independent. A part from some income from hospitals and educa- 
tional institutions, run by the Community, the main part of income comes from 
Voluntary Contributions of its members, who pay l/16th of their income 
regularly. But the main stay of the community strength is in the billions of 
hours of voluntary service by its members every year in the way of God. 

One of the greatest service to Islam is that the Community has the honour to 
render the translations and publications of the Holy Quran into various 
languages. 

In the field of Islamic literature, attractive literature has been produced on 
topics covering a wide field of human interest in almost every major language of 
the World. 

The Community has also established schools and hospitals in a number of 
African countries. The Community has created a bond of universal love and 
brotherhood among various people of the World. Everywhere on the globe the 
community is working selflessly and tirelessly towards the unification of man. 



